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本研究は「レーザーを光電効果観察に活用する」という、物性研究所発祥の画

期的アイディアから実現した超高分解能測定に基づく。 
・ 超伝導温度の飛躍的向上と、その果てに夢見る室温超伝導実現への可能性が見

えてきた。 
 

3. 発表概要 

空飛ぶ超特急「超電導リニア」が
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で、従来とは一線を画す精度でその物質内を波打つ超伝導電子を観察しました。一般的

な超伝導体で温度を上げて行くと、抵抗ゼロで特徴づけられる超伝導状態が消滅すると

同時に、物質内の超伝導電子は皆無となります。これとは対照的に、銅酸化物高温超伝

導体では、超伝導温度からかけ離れた更なる高温でも、超伝導電子が生き残ることが本

研究により明らかとなりました。これは、現存する最も高い超伝導温度を持つ物質群で





    

けての、大きな一歩だといえます。 
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6. 注意事項 
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７.用語解説 

(注 1) 銅酸化物高温超伝導体 

高い超伝導転移温度を示す銅酸化物層状物質群。1986 年に、ベドノルツとミューラー

が La-Ba-Cu-O 系物質において高い超伝導転移を発見したのを発端に、短期間の内に

次々と高い超伝導を示す類似物質が発見された。液体窒素温度を越える物質も多数見つ

かったことから、その原理を探る基礎的研究だけではなく、応用を目指した研究が盛ん

に行われている。ベドノルツとミューラーは銅酸化物高温超伝導体を発見した業績によ

り 1987 年度のノーベル物理学賞を受賞した。 

 

(注 2) 超伝導電子 

抵抗ゼロの超伝導状態を担う電子。超伝導状態では、電子が２つ一組となって伝導する

ことから、超伝導電子対とも呼ばれる。 

 

(注 3) レーザー励起型光電子分光法 

光電子分光法では、光を物質に照射し、物質外に飛び出す電子を観測する。電子は物質内を伝導

する状態を背負ったまま飛び出すため、物質固有の電子状態が直接観察できる。特に、光源とし

て真空紫外レーザーを用いる場合をレーザー励起型光電子分光法と呼ぶ。この手法では高いエネ

ルギー分解能が得られるため、微小なエネルギースケールを対象とする超伝導の研究に威力を発



    

揮する。 

 


